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研究成果の概要（和文）：　４歳・５歳児対象の「空気の存在」及び「光とかげ」に関する保育実践を、複数の保育機
関で複数年度、記録し、分析対象とした。分析には、集団内の行動や発話の構造を視覚化する手法として考案した活動
マップ法を用いた。
　その結果、幼年期の子供であっても、生じた現象の再現性を確認しようとしたり、結果を周囲に示し客観性を確認し
ようとしたりする「科学的思考の萌芽」があることが分かった。また、その萌芽の成長には、保育者の声かけや他の子
供とのかかわりが影響を与えていることを明らかにした。これらの研究成果をふまえ、実践プログラムを再構成し、幼
児教育実践者が使用可能な指導法等を明示した冊子を作製・配布した。

研究成果の概要（英文）： To verify that the early years children have incipient scientific thinking, the 
activities of four year olds and five year olds in nursery school were observed. To analysis incipient 
scientific thinking of children, “Activity Mapping Method” was developed.
 In the "Presence of the Air" program and “Light and Shadow” program, incipient scientific thinking 
were observed in the children’s activities. For example, children tried to check the reproducibility of 
the phenomena, to get answers and to share their results with friends or adults.
 And it was also found that communication with friends and teachers’ questioning had important roles in 
elaborating their scientific thinking. Using these results, the programs were reconstructed and a 
guidebook for educators were printed and distributed.

研究分野： 自然科学系教育
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１． 研究開始当初の背景 
（１）科学的思考の育成及び言語活動の充実
が重視された背景 
研究開始当初，国際的な調査や，2011 年に

おきた東日本大震災後の状況等をふまえ，社
会と科学技術の関わりに関する我が国全体
の課題が示されるようになってきていた。 
具体的には，国民に，科学的な根拠に基づ

く批判的思考の不足等があることが示され，
科学技術に関するコミュニケーション活動
の推進や，個々人が情報を得，自ら判断・決
断し，行動する力をもつことの必要性が述べ
られるようになっていた（中央教育審議会初
等中等教育分科会教育課程部会, 2012 など）。
これは即ち，一般市民に科学的思考力を育成
する喫緊の必要性が指摘されたと言い換え
ることができよう。 
注：科学的思考の本質は「常に批判的な分

析に晒されながら，諸問題を異なった視点で
考察し，自然や社会の諸現象を究明しようと
する能力にある。」（「科学と科学的知識の利
用に関する世界宣言」世界科学会議, 1999 採
択） 
また，社会を構成するという意味からは，

一般市民が自ら科学的に考えるだけではな
く，その思考を表現し発信する能力や，他者
の考えを理解したり，自らの科学的思考を精
緻化したりする能力の育成も必要になると
考えられる。こうした自らの思考・判断を表
現したり，他者が表現したものを理解したり，
自らの考えを省察したりする能力を育成す
るためには，豊かな言語活動が科学教育にお
いても大切になる。 
以上のことから、研究開始当初に，理科教

育実践現場において，科学的思考の育成と言
語活動の充実が重視されるという背景があ
った。 

 
（２）幼年期の子供を対象とした科学教育が
重視された背景 
従前はピアジェの発達段階説が局所的に

解釈され，幼年期の子供は抽象概念を理解で
きないとされていた。しかし，隅田ら（2005）
はこれを否定する研究成果を総説し，幼年期
の子供は決して具体的な思考しかできない
わけではないが，彼らの科学的なコンピテン
スを高めていくには十分な時間をかけた豊
かな教育が要請されるとした。 
米国では，20 世紀末頃から幼年期の科学

的な学びを研究する必要性が述べられ
（Johnson, 1999 など），実践的研究がなさ
れつつあった。日本においては，加藤尚裕
（2007）が，幼稚園での科学的な遊びの過程
で，4～5 歳児に科学的な考え方等が見られ
ることを報告している。また，幼年期の科学
教育について，「科学の世界へ誘う絵本の可
能性を探る」（オーガナイザー: 野上・山口，
日本科学教育学会第 36 回年会 課題研究, 
2012）により科学絵本の可能性が示されてい
た。しかし，先駆的なこれらの研究を除くと

日本における幼児期の科学教育に関する実
践的研究はまだ少なく，とくに幼年期の子供
を対象として，科学的な体験活動と言語活動
とを結びつけた教育実践の在り方に関して
は解明されていない点が多くあった。 
 
２．研究の目的 
本研究開始当初の背景の下，一般市民の科

学的思考の育成と，思考を他者と共有したり，
省察したりする能力の育成をねらいとした
幼児教育実践プログラムの提案を本研究の
最終目標とした。 
そのため，本研究においては，まず，複数

の教育・保育実践場面を調査対象として，幼
年期の子供に科学的思考の萌芽が見られる
ことを明らかにすることを試みた。 
また，幼年期の子供がもつ科学的思考の萌

芽に，他の幼児とのかかわりや，保育者等の
声かけが与える影響を明らかにして，子供の
科学的思考の萌芽に呼応した支援の在り方
について検討することを試みた。 
これらをふまえて，実践プログラムを再構

成し，本研究の背景や，実践の詳細，支援の
在り方などについての研究成果を，教育・保
育の実践者に公表することとした。 
 
３．研究の方法 
（１）調査対象と調査方法 
本研究では，まず，東京都内の公立保育所

や児童センターで実践された，科学的な体験
活動とそこで扱われる事象に関連する絵本
の読み聞かせを導入した「理科読」実践プロ
グラムを調査対象とした。調査方法には，ビ
デオカメラによる観察記録，実践者や施設長
等への聞き取り調査が含まれている。 
また，日常の保育・教育場面における子供

の科学的思考とそれに呼応した支援につい
て調べるため，東京都内の公立保育所及び公
立幼稚園，私立教育・保育施設において，実
践の観察記録，実践者や施設長等への聞き取
り調査を行った。 

 
（２）分析方法 
本研究で扱う「科学的思考の萌芽」につい

ては，ある自然事象について，幼年期の子供
が，現象の再現性を自ら確認しようとしたり，
周囲に提示して客観性を確認しようとした
りする行動や発話，すなわち，科学的な予測
や結果を検証しようとする行動や発話全般
を指すものとして，意識的な行動と無意識的
な行動の双方を含むものとした。 
分析方法として，子供の発話や行動，教

育・保育者の支援等の構造に着目し，それを
視覚化する手法として活動マップ法を考案
した。活動マップ法は，discourse map(佐藤, 
1996)やコンセプトマップ法（Novak and 
Gowin, 1984）を参考に考案したもので，協
同的な学びの場にいる複数の子供，教育・保
育者などを横軸に，時間を縦軸にとり，個々
人の発話や行動をその交点に示すとともに，



それぞれの関係性を矢印と言葉で示すこと
で，活動過程に見られる発話や行動の構造を
図示したものである。 
また、事例研究と並行して国内外での実践

や研究について情報収集するとともに，実践
者や研究者への聞き取り調査を行うことで
「理科読」の歴史を総説し，本研究に関する
理論的裏付けをとることを試みた。 
 
４．研究成果 
（１）活動マップ法の開発 
まず，考案した活動マップ法について，事

例研究への適用を試みた。 
事例は，東京都内の児童センターで，幼児

と保護者を対象として行われた「空気の存
在」に関する「理科読」プログラムであった。  
活動マップ法を用いた事例分析により，１

歳児，３歳児，４歳児の行動や発言に，予測
をしたり，原因を究明しようとしたり，生じ
た事象について再現性や客観性を求めたり
するなどの科学的思考の萌芽が見られるこ
とが明らかになった。 
 

（２）「理科読」実践プログラムにおける科
学的思考の萌芽 
次に，東京都内の公立保育園において，４

歳及び５歳児を対象として行われた「空気の
存在」及び「光とかげ」に関する保育実践を
分析した。本実践は，複数の保育機関で，複
数年度にわたり調査した。分析には、先に開
発した活動マップ法を用いた。 
 その結果，どの事例においても，幼年期の
子供に，生じた現象の再現性を確認しようと
したり，結果を周囲に示して客観性を確認し
ようとしたりする「科学的思考の萌芽」が見
られることが分かった。 
また，その「科学的思考の萌芽」の成長に

は，保育者の声かけや他の子供とのかかわり
が影響を与えていることが明らかになった。 
複数の施設で同一のプログラムを行うこ

とにより，子供の反応などの再現性を確認し
た。また、複数年度にわたる調査に際しては
実践者との研究協議を行い、プログラムの改
善を図った。 
 

（３）日常の保育・教育場面における子供の
科学的思考とそれに呼応した支援 
先に示した「理科読」実践プログラムを実

施していない園においても，子供に科学的思
考の萌芽が見られることを明らかにするた
め，異なる保育園で，日常の保育活動場面を
記録し，活動マップ法により分析した。 
その結果，園庭で飼育されているカメとの

かかわりから，４歳児にカメの食性や生命尊
重に関する概念構築がなされる過程が見ら
れることがわかった。 
また，その概念構築に，他の子供や保育者

とのかかわりが影響している様子も示され
た。幼稚園での観察記録及び幼稚園教諭経験
者への聞き取り調査から，幼稚園においても

科学的思考の萌芽とそれに呼応した支援が
あることが示された。 
 

（４）研究成果の公表 
本研究の成果を，教育・保育の実践者に広

く公開する目的で，冊子媒体の印刷物を作成
した。概要は以下のとおりである。 
まず，本研究の背景に触れたうえで，本実

践で調査対象とした「空気の存在」及び「光
とかげ」に関する「理科読」実践プログラム
を，実践者とともに再構成し，幼児教育実践
者が使用可能となるよう具体的な指導法等
を明示した。 
次に，日常の保育場面を事例しながら，異

年齢集団における学びや，保育者の環境構成
が子供の科学的思考の萌芽に与える影響等
について具体的な事例や幼稚園教諭経験者
からの寄稿を含め，説明した。 
最後に，科学教育と言語活動との関連付け

の教科について，英語教育における実践事例
や米国での動向に関する研究者からの寄稿
などから，今後の展望を考察した。 
作成した冊子は，研究協力機関，教育・保

育実践機関，実践者を対象として広く配布，
公開した。 
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